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市報

今
年
一
年
の
無
火
災
を
誓
う

消
防
出
初
め
式

　

今
年
一
年
の
無
火
災
と
地

域
の
安
全
を
誓
う
消
防
出
初

め
式
が
、
１
月
４
日
か
ら
６

日
に
か
け
て
市
内
８
地
域
で

行
わ
れ
、
消
防
団
員
な
ど
合

わ
せ
て
約
２
，
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
式
典
に
先

立
っ
て
市
長
や
区
長
、
消
防

団
長
な
ど
に
よ
る
観
閲
が
行

わ
れ
、
そ
ろ
い
の
半
纏
で
整

列
し
た
団
員
は
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
五
十
嵐
市
長
が
「
昨
年
は

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
強
い
地
震
が
多
発
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
に
対
し
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
消
防
防
災
体
制
が
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
心

的
な
役
割
を
期
待
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
従
事
し
、
功
績
の
あ
っ

た
方
に
対
し
て
、
表
彰
状
や
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
、
今
年
一
年

の
地
域
の
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

平鹿消防団では、初の女性消防団員が入団

観閲を受ける大雄消防団

は
ん
て
ん

鏡開きを行った後、田中議長の音頭で乾杯 好評だった、物産ＰＲ・販売コーナー

見事な演奏を披露した文化筝かまくら会の皆さん

新
年
の
幕
開
け
を
祝
い
２
０
０
人
が
集
う

横
手
市
新
春
賀
詞
交
歓
会

   

　

市
民
や
事
業
所
な
ど
の
皆
さ
ん
が
新
年
を
祝
い
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
開
催
す
る
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
５
日
、
平

鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
は
じ
め
に
、
五
十
嵐
市
長
が
「
大
変
厳
し
い
環
境
下

で
す
が
、
今
年
を
次
代
に
飛
躍
す
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て

捉
え
、
力
を
蓄
え
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
指
摘
、
ご
提
言
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

新
春
吉
例
鏡
開
き
を
行
い
、

新
年
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
参
加
者
が
終
始
和

や
か
に
交
流
を
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
、
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た

市
の
特
産
や
物
産
の
Ｐ
Ｒ
・
販

売
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
を
博
し
、

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

と
ら

ごと
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市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は１月28日（水）まで～

◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格を
　　　　　　お持ちの方が対象になりますの
　　　　　　で、事前に市建築住宅課までご
　　　　　　確認ください。（家賃は所得額
　　　　　　によって異なります）
◆申込方法　市建築住宅課窓口または各地域
　　　　　　局地域維持課にある申込書に必
　　　　　　要事項を記載し、必要となる書
　　　　　　類を添付して申し込みください。
　　　　　　（郵送不可）
　　　　　　※申込者多数の場合、抽選とな
　　　　　　　ります。
◆申込期間　１月19日（月）～28日（水）
◆抽 選 会　２月９日（月）の予定（有資格者
　　　　　　に連絡します）
◆入居予定　２月下旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（横手庁舎
　　　　　　内）　35－2224または各地域局
　　　　　　地域維持課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く）

①公営住宅
名　　称

南町住宅
田町団地
第二道川団地
五十田団地
醍醐団地
今宿第３団地
影取住宅
西野住宅
十五野住宅
上掵住宅
大雄東団地

築年度
Ｓ54
Ｈ17
Ｓ48～
Ｈ11
Ｈ20
Ｈ５
Ｓ63
Ｈ３
Ｓ52
Ｓ46～
Ｓ51～

間取り
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
２ＤＫ･３ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
15,000～
25,300～
4,500～
20,900～
29,300～
18,000～
12,700～
20,900～
10,100～
7,300～
11,100～

募集戸数
１
１
２
３
６
１
１
１
１
２
２

地域名
横　手
増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

大　雄

名　　称
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）

築年度
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10

間取り
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
52,500～
30,000～
50,000～

募集戸数
３
５
２

②特定公共賃貸住宅
地域名
平　鹿

大　森

information
市からのお知らせ 政情報便行

公共の雪捨場の利用について

　公共の雪捨場を一般開放します。ご利用の際は、時間・場所等を確認の上、ごみが混入しないよう配慮願います。
また、出入りする際は事故のないようご注意ください。
◆場所によって、入場できる車両の制限があります。詳しくは各地域局地域維持課へお問い合わせください。

地 域

横  手

増  田

平  鹿

大  森
十文字
山  内

名　　称

第１雪捨場

第２雪捨場
第３雪捨場
上川原雪捨場
旧浅舞中学校跡地
醍醐公民館北側
吉田生涯学習センター
第１地点
古内雪捨場
第２雪捨場

所　在　地
睦成字七日市　横手川河川敷
東部環境保全センター敷地内
横手衛生センター付近
赤坂郷士館　赤坂総合公園駐車場
成瀬川右岸（成瀬橋上流）
旧浅舞中学校グラウンド
旧醍醐中学校敷地
旧吉田中学校敷地
旧大上橋橋台付近
皆瀬川右岸（十文字大橋上流）
山内公民館横

利用時間

8：30～17：00

8：30～16：30

5：00～19：00

6：00～18：00
8：30～16：30
8：30～17：00

対　象

４㌧以下のダンプ等

４㌧を超えるダンプ等
車両制限なし
４㌧以下のダンプ等

車両制限なし

車両制限なし
車両制限なし
車両制限なし

　平鹿地域醍醐地区で建設工事を進めていた醍醐団地（６戸）が
完成しました。立地や間取りなど、“ファミリー世帯”や“子育て
世帯”に適した住宅です。ＩＨクッキングヒーターや電気温水器
なども備えています。

 ◇新たに醍醐団地（６戸）が完成しました◇

はば

・
・
・

年頭のご挨拶年頭のご挨拶
　

２
０
０
９
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
感
慨
や
抱
負
を
胸
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

  

昨
年
は
、
輸
入
食
品
に
よ
る
健
康

被
害
や
表
示
偽
装
と
い
っ
た
事
件
が

全
国
で
相
次
ぎ
、
食
の
安
全
安
心
に

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。　

　

ま
た
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う

石
油
製
品
等
の
値
上
げ
は
、
我
々
の

生
活
や
事
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
が
発
端
と
な
り
世
界
中
で
株
価

が
急
落
し
、
９
月
に
は
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
の
破
綻
な
ど
、
世
界

の
金
融
市
場
は
百
年
に
一
度
の
混
乱

に
陥
っ
た
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
自
動
車
や
電

機
関
連
の
企
業
で
、
非
正
規
社
員
を

中
心
と
し
た
大
規
模
な
雇
用
調
整
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
及
ぼ

す
影
響
は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を

増
し
、
他
産
業
へ
広
が
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
市
に
お

い
て
も
一
部
正
規
社
員
を
含
む
雇
用

調
整
が
な
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
昨

年
12
月
に
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
対
策
の
第
一
弾
と
し
て
市

内
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
限
度
額

の
引
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
今
月
中

に
は
第
二
弾
を
打
ち
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
議
会
や

関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
迅
速
に
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
10
月
で
市
町
村
合
併

か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
合
併
直

後
に
策
定
し
た
市
の
総
合
計
画
で
は
、

市
の
将
来
像
を
『
豊
か
な
自
然　

豊

か
な
心　

夢
あ
ふ
れ
る
田
園
都
市
』

と
し
、
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
に
な

る
よ
う
、
そ
し
て
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
と
す
べ
く
、
各

施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
景
気
が

低
迷
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
市
を
活

性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
地
域

の
特
色
と
資
源
を
生
か
す
取
組
み
が

必
要
で
す
。

　

昨
年
は
県
立
衛
生
看
護
学
院
が
当

市
に
新
築
移
転
さ
れ
、
学
院
生
と
地

域
で
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
横

手
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
も
本
格
的

に
始
ま
り
、
市
全
体
の
活
性
化
の
起

点
と
な
る
よ
う
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
横

手
ら
し
さ
は
〝
食
を
発
信
し
続
け
る

農
業
・
農
村
文
化
に
あ
る
〞
と
い
う

位
置
づ
け
の
も
と
、
積
極
的
な
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
山
内
い
ぶ
り

が
っ
こ
や
横
手
や
き
そ
ば
、
そ
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
発
酵
食
品
や
食
文
化
を

当
市
な
ら
で
は
の
〝
食
〞
と
し
て
、

機
会
あ
る
ご
と
に
発
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
に
は
「
第
４
回

Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
『
Ｂ
‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
よ
こ
て
』
」
が
ふ

る
さ
と
村
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ま
と
の
交
流
を
通
し
て
、

当
市
の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
、
体

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
横
手
の

〝
食
〞
と
〝
農
〞
の
起
爆
剤
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
そ
こ
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
豊
富
で
安
全
な
農
作

物
、
特
色
あ
る
地
域
の
伝
統
行
事
、

ま
た
歴
史
あ
る
ま
ち
並
み
も
横
手
の

大
切
な
資
源
で
す
。
今
後
も
こ
れ
ら

の
資
源
を
磨
き
、
地
域
の
価
値
を
高

め
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
産

業
の
再
生
と
振
興
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
何
を
す
べ
き
で
、
何
が
で

き
る
の
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
難

局
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
ひ
た
す

ら
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
の

幕
開
け
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

迎迎
春春

た
ん

あ
い
さ
つ

横手の特色と資源を
生かすまちづくりで
地域を元気にします

横手市長　五十嵐忠悦
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information
市からのお知らせ 政情報便行

　

　平成20年までは、横手市役所の非常勤職員として働い
てくださる方の登録を受け付けていましたが、平成21年
は登録を行わないことにしました。
　平成21年４月１日以後に雇用する非常勤職員の求人募
集は、その都度、ハローワークを通じて行います。
　ハローワークを通しての募集は２月からを予定してい
ますが、応募があった方の中から書類選考や面接試験を
経て雇用者が決定されます。
◆職　　種　一般事務、保育士、運転手、作業員、庁務
　　　　　　員、介護員等
◆雇用期間　１年以内（更新する場合があります）
◆報　　酬　職種により異なります
◆勤務時間　週37.5時間以内
◆問 合 せ　市総務企画部総務課人事給与担当（本庁南
　　　　　　庁舎内）　35-2163

　市が行っている行政サービスの必要性や実施主体につ
いて、市民委員の皆さんが話し合い、仕分けする『事業
仕分け』の実施にあたり、その仕分け作業を公開します。
　事前申込は不要ですので、行政の仕事を考える機会と
して、ぜひ傍聴ください。
◆日　時　２月６日（金）午前９時～午後４時
◆会　場　市役所本庁南庁舎　講堂
◆問合せ　市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）
　　　　　　35-2164　□33-6061

　

　平成21年度の市県民税（住民税）の申告時期が近づいて
きました。今号の市報と一緒に配布された『平成21年度
市県民税の申告について』や『申告相談日程表』などを
ご確認のうえ、３月16日（月）までに申告してください。

＊申告にあたっては、必要書類（平成20年分源泉徴収票、
　20年中の領収書または預金通帳など支払い金額や払出
　し金額が分かるもの）を必ずご持参ください。
＊申告相談会場は、各地域局１か所で行いますので、ご
　自分の地区や町内の指定日を確認し、できるだけ指定
　日に申告してください。会場は混雑が予想されますの
　で、事業所得、医療費控除などの申告をされる方は、
　あらかじめ自分で領収書等の集計をお願いします。　

＊申告書は、自分で書い
　て郵送することもでき
　ます。郵送の場合の送
　付先は、市県民税申告
　書が市役所横手庁舎内
　市民税課、所得税の確
　定申告書は横手税務署となります。
＊市報よこて12月15日号に掲載した『住宅借入金等特別
　税額控除の申告書（市民税・県民税住宅借入金等特別
　控除申告書）』が、市のホームページからダウンロー
　ドできるようになりました。ご利用ください。
◆問合せ　市財務部市民税課（横手庁舎内）　32-2510
　　　　　または各地域局地域振興課税務担当

　

　写真付きの住基カードは、市役所や金融機関での本人
確認の際に公的な身分証明書として利用できます。特に、
運転免許証を返納される予定の方は、返納する前に住基
カードを取得しておくことをお勧めします。また、電子
証明書を取得するとe-TAX（税の電子申告）を利用する
こともできます。
◆住基カードの申請方法
　本人確認ができるもの（※）と印鑑をお持ちになり、各
地域局の窓口で申請してください。写真付き住基カード
をご希望の方で、写真をお持ちでない方は無料で撮影し
ます。写真を持参される場合は、６か月以内に撮影した
無帽、正面、無背景の写真（縦4.5cm×横3.5cm、カラー
・白黒は問いません）をご用意ください。なお、デジタ
ルカメラの写真データは受付できません。
　住基カードの新規交付は、昨年４月から無料となりま
した。（再交付の場合、手数料500円の負担となります）
◆住基カードの交付方法
　申請受付後、市から『カード交付通知書兼照会書（回
答書）』を郵送します。後日、回答書と本人確認ができる

　平成21年１月から産科医療補償制度に加入している医
療機関で出産した場合、出産育児一時金（35万円）に３万
円が加算されます。
　出産育児一時金の支給申請書を提出する際は、医療機
関が発行する制度対象分娩であることがわかる請求書、
または領収書の写しが必要となります。なお、平成20年
12月31日までの出産に対する出産育児一時金は、35万円
となります。
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課国保担当 　35-2186

　

　　　　　　
もの（※）を持って、申請した地域局の窓口で受け取って
ください。
◆住基カードの即日交付
　大雄地域局で申請した方は、顔写真付きの本人確認が
できるもの（※）と印鑑をお持ちであれば、住基カードが
即日交付されます。
◆電子証明書（公的認証サービス）
　電子証明書の利用を希望する場合は、住基カード交付
の際に申請してください。手数料500円をご負担いただ
きます。なお、e-TAXを利用するには、別途、カード
リーダライタとご自宅でのパソコン設定が必要です。
※本人確認ができるもの
　運転免許証、身体障害者手帳、パスポート、各種免許
証（顔写真付き）、官公署発行の顔写真付き身分証明書
など。お持ちでない場合は、聞き取り等で本人確認しま
すが、即日交付はできません。
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35
　　　　　-2176、または各地域局市民福祉課（横手地域
　　　　　局は市民課）

　国民健康保険に加入されている方が、１か月に医療機
関等に支払った自己負担が下記の限度額を超えたときは、
高額療養費の支給申請をすることにより超過分が払い戻
しされます。領収書を処分したり、税金の申告等に使わ
れる前にもう一度確認し、該当する場合は最寄りの地域
局国保担当窓口で手続きしてください。
■70歳未満の場合

■70歳以上75歳未満の場合

※所得区分については、担当窓口でご確認ください。

◆問合せ　市福祉環境部国保市民課国保担当 　35-2186
　　　　　または各地域局国保担当課

　

　市では、介護保険制度の事業運営などを定めた介護保
険事業計画の進行管理や、次期計画の策定などを行う介
護保険運営協議会の市民委員を募集します。
◆応募資格　市内在住の満40歳以上（平成21年２月６日
　　　　　　現在）の方で、介護保険制度を理解し、熱
　　　　　　意のある人
◆任　　期　平成21年４月１日～平成24年３月31日
◆募集人数　８人程度
◆活動内容　介護保険事業計画の策定および運営状況な
　　　　　　どにご意見をいただきます
　　　　　　（年３回程度、委員報酬あり）
◆応募方法　市高齢ふれあい課にある応募用紙に必要事
　　　　　　項を記入し、「介護保険制度について私の
　　　　　　考えること」をテーマとした小論文（400字
　　　　　　以内、様式自由）を添えて提出してください
　　　　　　【応募期限】２月６日（金）
　　　　　　【提出先】市高齢ふれあい課
　　　　　　※応募用紙は市のホームページからもダウ
　　　　　　　ンロードできます。
◆問 合 せ　市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎内）
　　　　　　　35-2134

　平成21・22年度に市が行う指名競争入札への参加資格
申請について、受付期間は下記のとおりです。期限を厳
守して提出してください。（詳しくは、市報よこて11月
15日号５㌻、または市のホームページをご覧ください）
◆受付期間　２月２日（月）まで（必着とし、土日を除く）
◆提 出 先　〒013-8601　秋田県横手市前郷字下三枚橋
　　　　　　269番地 横手市役所北庁舎　財務部契約検
　　　　　　査課契約担当　　35-2169　　32-4655

写真付き『住基カード』は公的な身分証明書として利用できます

市県民税の申告相談が２月２日から始まります

 

◆日　　時　１月29日（木）午前９時～10時30分
◆申込期限　１月23日（金）※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ　
  市総務企画部市長公室秘書担当　35-2111内線1034

市長面会日のお知らせ市長面会日のお知らせ

市非常勤職員の募集方法が変わります介護保険運営協議会市民委員を募集します

『事業仕分け』作業を公開します

指名競争入札参加資格申請は期限厳守で

出産育児一時金
支給額と申請方法が変更されます 高額療養費の支給申請はお済みですか

区　分
上位所得者
一　　　般
住民税非課税世帯

４回目以降
83,400円
44,400円
24,600円

１～３回目
150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

35,400円

入院および世帯ごと
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降は44,400円）

44,400円
24,600円
15,000円

外来（個人ごと）

44,400円

12,000円
 8,000円
 8,000円

区　分

現役並み所得者

一　　　般
低所得者Ⅰ
低所得者Ⅱ

『事業仕分け』とは…市が行っている行政サービスそのも
のの必要性や、必要であれば誰（行政・民間等）が担う
べきかを話し合います。行政サービスを住民の視点で評
価してもらうことで、市の事務事業をよりよい方向へ展
開させる機会となると考えています。

『産科医療補償制度』は、分娩に関連して発症した重度の
脳性麻痺児に対する補償と、脳性麻痺の原因分析や再発
防止を目的に創設されたものです。(財)日本医療機能評
価機構が、分娩機関の加入手続きや保険業務、補償対象
の認定、保証金の支払い手続き
などの制度運営業務を行います。
なお、この制度に加入している
分娩機関では、院内に右のよう
なマークが掲示されます。

70歳未満の方が入院したときに、『限度額適用認定証』
を医療機関へ提示すると、医療費の支払いが自己負担
限度額までとなりますので、入院される場合は、各地
域局国保担当窓口で申請してください。
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高齢者が創作民話劇を熱演
■ふれあいフェスティバル(平鹿)
　12月21日、平鹿生涯学習センターを会場に横手市ふ
れあいフェスティバルが開催されました。これは、ボ
ランティア活動や障がいへの理解を深めてもらおうと
行われたもので、はじめに横手市と岩手県北上市、西
和賀町のお年寄りたちで構成する劇団ゆきんこ座が創
作民話劇『おゆき』を披露。方言を交えた生き生きとし
た演技に観客から温かな拍手が送られていました。ま
た、障がい者の方による芸能発表やボランティア体験
コーナーなどもあり、多くの来場者でにぎわいました。 創作民話劇で情感あふれる名演技を披露した出演者たち

生きている限り一所懸命に
■旭山動物園園長講演会（大雄）
　12月22日、動物の行動展示で有名な旭山動物園（北
海道旭川市）の小菅正夫園長の講演会「動物ってすば
らしい！」が、大雄中学校を会場に開催されました。
　これは、子供たちに命の尊さを考えるきっかけにし
てもらおうと、大雄地域局と同地区小・中連携部が企
画。小菅園長は同地域内の小中学生と市民など350人
を前に、オランウータンの出産と子育ての映像や、開
拓で絶滅したエゾオオカミの話などを通して、自分ら
しく精一杯生きることの大切さを語りかけました。動物たちの行動を撮影した映像がふんだんに紹介されました

商品化に向け本場の味を再現
■白菜キムチ漬け講習会（大雄）
　今年度、キムチ加工専用ハクサイ品種の試験栽培に
取り組んできた市実験農場で、白菜のキムチ漬け講習
会が12月10日に催され、同24日にはその出来映えを見
る『樽開き』が行われました。講習会では、韓国出身の
辛貞児さん（横手地域在住）を講師に韓国の一般家庭で
行われる漬け方を再現。新品種の白菜は葉が薄く堅め
で、キムチが水っぽくなく仕上がり、試食した参加者
の評判も上々で、今後、市では商品化に向けて味や香
り、色などに改良を重ねていく予定です。 本場仕込みの漬け床に２週間漬け込まれた白菜のキムチ漬けを開封

無火災の新年を迎えよう
■子どもたちが火の用心を呼びかけ（横手）
　12月27日、横手地域大水戸町内で町内の子どもたち
と地域住民による防火の呼びかけが行われました。
　これは昨年、近隣町内で火災が発生したのを踏まえ、
防火を呼びかけようと町内の青年会と消防団、子供会
が中心となって計画したものです。当日は、吹雪であ
いにくの荒れ模様となりましたが、子どもたちは「火
の用心、ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
ようにしましょう。火の取り扱いに十分に注意しまし
ょう」と、大きな声で火元の注意を呼びかけました。 雪が舞う中、元気に防火を呼びかける子どもたち

夜空を彩る巨大ツリー
■槻の木光のファンタジー（平鹿）
　『槻の木』の愛称で親しまれている樹齢500年以上の
大ケヤキを約5,000個の電球で飾る『槻の木光のファン
タジー』点灯式が12月20日、平鹿生涯学習センターで
行われました。
　午後５時から始まった点灯式では、グラスキャンド
ルを手にした大勢の人々が見守るなか、平鹿地域の保
育園児たちが点灯スイッチを押すと、花火とともに夜
空に巨大なツリーが浮かび上がり、会場は拍手と歓声
に包まれていました。点灯スイッチを押した直後、夜空に浮かぶ巨大ツリーに歓声

新年への思いを筆に託して
■第36回大雄書き初め大会（大雄）
　１月５日、新春恒例の『大雄書き初め大会』が大雄中
学校体育館で開催され、小学生から一般の書道愛好家
まで153人が参加しました。
　小中学生は「うし」（小１）や「世界の花」（小６）などの
学年ごとの課題に取り組み、一般参加者は中国の古典
「蘭亭序」に挑戦。書道の上達を祈り、真剣な表情で筆
を運んでいました。一方、色紙を選んだ中学生は「道」
や「和」、「成」など今年の抱負を一文字で表現。書き終
えた参加者には、清々しい笑顔が浮かんでいました。書き初め用紙に向かい一筆一筆ていねいに筆を運ぶ参加者

火の粉が舞う大松明に見入る人々

　松明が燃えきった後、地元の若人たちによる相撲が
取り行われ、雪が舞う中での激しいぶつかり合いに、
会場は熱気に包まれました。
　以前は地区に分かれて豊作を祈り、松明の燃え方が
早い方、相撲の勝者の地区が豊作になると競争し合っ
たとされる大松明。今年の燃え具合を見て、同会会長
の伊藤さんは「今年は静かに燃えているので、あまり
変化の無い一年になりそうだ」と話していました。

大松明が一年を占う
■比叡山神社大松明（山内）
　１月１日、新年を迎えたばかりの山内
筏地区では伝統の『大松明』が比叡山神
社において行われました。
　これは、四百年以上前から伝わる年明
け行事で、雪原にそびえ立つ長さ５メー
トル、直径１メートルほどの麻殻で作っ
た大松明に豊作を祈り点火。その燃え具
合を見て１年の作柄を占うものです。
　午前０時半過ぎ、神事を終え、筏大松
明保存会の皆さんの手によって点火され
た二本の大松明。集まった50人ほどの見
物客は、赤々と燃える炎と麻殻が燃えは
じける音との競演に見入っていました。

ひ えい ざん おお たい まつ

いかだ

あさ がら

寒さに耐えなが
ら奮闘する姿に、
多くの声援がお
くられました

シンジョン ア

らん てい じょ
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Information

情
報

とっぴんぱらりのプー　第90回昔語りの会
●日時／１月24日（土）午後１時30分～　●場所／こうじ
庵（鍛冶町）　●問合せ／尾形さん 　32－0630

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／２月１日（日）午前10時～　●場所／軽食喫茶ナ
ンの館（十文字町梨木） ●参加費／1,500円（昼食付）※小
中高生1,000円 ●問合せ／佐藤さん 　090－3365－2720

笑学校インよこて
　〝日本笑い学会東北支部秋田県人会〟に所属するお笑
い芸人が得意芸を披露します。（参加無料）
●日時／１月18日（日）午後２時～４時　●場所／あさく
ら館　●問合せ／米沢さん 　090-5232-8009

歌の好きな人集まれ!!　思いっきり歌声喫茶
　『冬の夜』や『サントワマミー』などを予定しています。
●日時／２月５日(木)午後７時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●参加費／1,000円（軽食付） ●問
合せ／レストラン煉瓦屋 　33-2811

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい

第18回 あきた十文字映画祭
　
　今年の十文字映画塾企画作品は、
夏の横手を舞台にした中年青春ム
ービー『帰郷★プレスリー』。監
督・脚本は〝美しい夏キリシマ〟
での主演デビュー以来、多方面で
活躍する柄本佑さんが務めました。
　国内外の作品14点を上映するほ
か、シンポジウムやシネマパーテ
ィーなども行います。
◆期　間／２月20日(金)～22日(日)
◆場　所／十文字文化センター
◆入場券／①一日券＝3,500円（前売り3,000円）
　　　　　②パーティ券（21日）＝3,000円（前売り2,500円）
　　　　　③作品券＝1,200円※21日のみ小学生は名札、
　　　　　　　　　　　　　　 中高生は制服着用で200円引
◆問合せ／あきた十文字映画祭実行委員会
　　　　　　018-866-0024
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て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。

◆
講
習
・
期
日
／

　
【
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習
】
２
月
２

　

日(

月)

・
３
日(

火)

　
【
入
母
屋
屋
根
模
型
製
作
講
習
】

　

２
月
３
日(

火)

・
４
日(

水)

　
【
２
級
建
築
士
試
験
準
備
講
習
】

　

施
工
＝
２
月
５
日(

木)

・
６
日(

金)

、

　

計
画
＝
２
月
12
日(

木)

・
13
日(

金)

、

　

構
造
＝
２
月
19
日(

木)

・
20
日(

金)

、

　

法
規
＝
２
月
26
日(

木)

・
27
日(

金)

　
【
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
、税
理
士
が
解

　

説
す
る
青
色
申
告
講
習
】
２
月
５

　

日(

木)

・
６
日(

金)

　
【
デ
ジ
カ
メ
・
メ
ー
ル
活
用
術
講

　

習
】
２
月
９
日(

月)

・
10
日(

火)

◆
定
員
／
各
講
習
10
人

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校
民
間

　

訓
練
支
援
室　

０
１
８
７
‐
６
２

　

‐
６
３
２
１

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
事
務

取
扱
い
開
始
の
お
知
ら
せ

　

１
月
19
日(

月)

か
ら
、
法
務
局
横

手
支
局
の
不
動
産
の
地
図
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

証
明
書
等
の
図
面
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

か
ら
出
力
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

※
増
田
、
十
文
字
を
除
く

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
横
手

　

支
局　

３
２
‐
５
１
５
３

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
・
戸
数
／
朝
日
が
丘
住

　

宅
１
戸

◆
募
集
締
切
／
２
月
10
日（
火
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課　

３
２
‐
６
２
０
６

都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

　

都
市
計
画
道
路
中
央
線
、
八
幡
根

岸
線
、
城
山
線
の
変
更
案
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
19
日(

月)

午
後
７
時
〜

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

４
２
‐
５
１
１
７

平
成　

年
度
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農

業
者
研
修
生
』
募
集（
二
次
募
集
）

　

県
で
は
、
農
業
試
験
場
や
果
樹
試

験
場
な
ど
で
農
業
技
術
を
習
得
し
、

就
農
に
生
か
そ
う
と
す
る
農
業
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
期
間
／
１
年
11
か
月
（
平
成

　

21
年
４
月
〜
23
年
２
月
）

◆
募
集
定
員
／
全
県
で
７
人

◆
受
講
資
格
／
①
新
た
に
農
業
を
始

　

め
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
は
農
業

　

で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
高

　

く
、
研
修
修
了
後
の
就
農
が
確
実

　

と
見
込
ま
れ
る
方
②
申
請
時
40
歳

　

未
満
の
方
③
学
校
長
ま
た
は
農
協

　

組
合
長
等
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
方

◆
申
込
期
限
／
１
月
30
日(

金)

◆
申
込
み
／
各
地
域
局
産
業
振
興
課

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

い
ぶ
り
ん
ピ
ッ
ク
『
い
ぶ
り
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
部
門
』
参
加
者
募
集

　

２
月
に
山
内
地
域
で
行
わ
れ
る
い

ぶ
り
ん
ピ
ッ
ク
に
今
年
か
ら
『
い
ぶ

り
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門
』
を
新
設

し
ま
し
た
。
い
ぶ
り
が
っ
こ（
大
根
）

以
外
の
〝
燻
し
た
〞
お
い
し
い
食
材

を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
自
慢
の
燻
し
食
品

を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
申
込
期
限
／
１
月
30
日(

金)

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
マ
ー
ケ

　

テ
ィ
ン
グ
推
進
課　

４
５
‐
５
５

　

３
７

育
児
講
座

『
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
つ
ど
い
』

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
学
び
、
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。
（
参
加
無
料
）

◆
日
時
／
２
月
13
日(

金)

午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
親
子
50
組
程
度

◆
申
込
み
／
平
鹿
町
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

５
６
‐
０
１
５
５

第
５
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

冬
場
の
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
１
月
29
日(

木)

午
前
10
時

　

〜
正
午
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
50
人

◆
申
込
期
間
／
１
月
15
日(

木)

〜
22

　

日(

木)

※
電
話
申
込
み

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

『
雪
の
芸
術
』出
展
作
品
募
集
！

　

横
手
の
雪
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え

る
〝
雪
の
芸
術
〞
を
作
成
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
個
人
・
団
体
の
二
部
門
が

あ
り
、
団
体
の
部
へ
の
参
加
団
体
に

は
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
個
人
の
部
】１
人
ま
た
は
家
族
で
作

成
す
る
ミ
ニ
雪
像

◆
申
込
期
間
／
２
月
９
日(

月)

〜
17

　

日(

火)

◆
申
込
方
法
／
雪
像
の
写
真
を
か
ま

　

く
ら
館
へ
送
付
、
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
横
手
市
観
光
協
会
へ
送
信

【
団
体
の
部
】２
人
以
上
で
作
成
す
る

大
型
雪
像

◆
申
込
期
限
／
２
月
５
日(

木)

◆
申
込
方
法
／
申
請
書
を
提
出
（
申

　

請
書
は
か
ま
く
ら
館
、
横
手
市
観
光

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

◆
問
合
せ
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

雪
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

２
月
開
催
の
雪
ま
つ
り
で
、
観
光

案
内
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
間
／
２
月
14
日(

土)

〜
16
日(

月)

　

い
ず
れ
か
１
日
で
も
可
。
後
日
、

　

か
ま
く
ら
館
に
て
説
明
会
を
行
い

　

ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
１
日(

日)

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

各
種
講
演
会
等
の
ご
案
内

【「
発
信
元
秋
田
」の
可
能
性
〜
地
域
の

素
材
を
活
か
し
売
っ
て
い
く
た
め
に
〜
】

◆
日
時
／
１
月
16
日(

金)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

【「
つ
な
が
り
力
」の
強
化
で
広
が
る
チ

ャ
ン
ス
！
〜
今
こ
そ
地
方
を
拠
点
と

し
た
内
需
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
〜
】

◆
日
時
／
１
月
24
日(

土)

午
後
６
時

　

〜
８
時

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

【
こ
れ
か
ら
の
地
域
振
興
の
カ
ギ
を
握

る「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
座
」】

◆
日
時
／
２
月
７
日(

土)

・
８
日（
日
）、

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー

【
自
動
車
を
取
り
巻
く
環
境
と
対
応
、そ

れ
を
支
え
る
も
の
造
り
〜
駆
動
系
を
中

心
〜
】製
造
業
向
け
の
講
演
会
で
す

◆
日
時
／
１
月
31
日(

土)

午
後
３
時

　

〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）　

４
５
‐
３
９
９
０

い
ぶ

21

え もと たすく

い
り

も

や
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児健診・予防接種乳 談相乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
【横手地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成19年12月生まれ）
　日　時　１月19日（月）　受付9：30～10：30
12か月児健康相談（平成20年１月生まれ）
　日　時　２月２日（月）　受付9：30～10：30
２歳児歯科健診（平成18年８月生まれ）
　日　時　２月３日（火）　受付13：00～13：30
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
４か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　１月28日（水）　受付12：50～13：00
７か月児健診（平成20年６月生まれ）
　日　時　１月28日（水）　受付12：40～12：50
12か児健康相談（平成19年12月～20年１月生まれ）
　日　時　１月28日（水）　受付9：45～10：00
３歳児健診（平成17年６月～７月生まれ）
　日　時　２月３日（火）　受付12：30～12：40
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　２月３日（火）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成20年６月生まれ）
　日　時　２月３日（火）　受付12：50～13：10
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
４か月児健診（平成20年９月生まれ）
　日　時　２月２日（月）　受付10：00～10：15
７か月児健診（平成20年６月生まれ）
　日　時　２月２日（月）　受付10：00～10：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
２歳児歯科健診（平成18年７月～８月生まれ）
　日　時　１月21日（水）　受付12：50～13：30
【山内地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成19年12月生まれ）
　日　時　１月19日（月）　受付9：30～10：30
12か月児健康相談（平成20年１月生まれ）
　日　時　２月２日（月）　受付9：30～10：30
２歳児歯科健診（平成18年８月生まれ）
　日　時　２月３日（火）　受付13：00～13：30

【市内全地域対象】
無料法律相談　■場所　市役所南庁舎相談室
　日　時　２月18日（水）　13：00～15：00
　問合せ　市総務企画部総務課　35-2161（１日から予約受付）
【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　２月４日（水）　10：00～15：00（要予約）
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談所　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　１月22日・２月５日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月23日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00、13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　多目的研修センター
　日　時　１月29日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
無料法律相談　■場所　ゆとり館
　日　時　２月２日（月）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　平鹿福祉センター（ゆとり館）　24-3283
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　１月21日・２月４日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
無料法律相談所　■場所　雄物川福祉センター
　日　時　１月23日（金）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　雄物川福祉センター　56-2072
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　１月28日（水）　9：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター健康相談室
　日　時　１月19日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　１月27日（火）　9：30～12：00
行政相談　■場所　大森図書館
　日　時　２月３日（火）　14：00～16：00
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　１月23日・２月６日（金）　9：30～12：00
育児相談「相談のおもちゃ箱」　■場所　三重保育所
　日　時　１月28日（水）　15：30～
　問合せ　子育て支援センターさくらんぼ　55-2255
【山内地域】
心配ごと相談所　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　１月20日・２月３日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　１月30日（金）　9：30～12：00

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　1月18日、2月2日
増田図書館　　1月18・19・26～31日、
　　　　　　　2月1・2日
平鹿図書館　　1月19・26日、2月2日
雄物川図書館　1月19・26日、2月2日
大森図書館　　1月19・26日、2月2日
十文字図書館　1月18・26日、2月2日
山内図書館　　1月17・18・24・25・
　　　　　　　31日、2月1日
大雄図書館　　1月18・19・26日、2月2日
雄物川資料館　1月19・26日、2月2日
ゆっぷる　　　1月21日
えがおの丘　　1月19・26日、2月2日
三吉山荘　　　1月20・27日、2月3日
大森健康温泉　1月19・26日、2月2日
ゆとりおん大雄　1月22日
南部エリア　　1月19・26日、2月2日
健康の駅トレーニングセンター　
　東部　　　　1月21・28日
　西部・南部　 1月17・18・19・24・25・
　　　　　　　26・31日、2月1・2日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　1月19・26日、2月2日

人　口

総数
　男
　女

103,011人
49,029人
53,982人

（-95）
（-27）
（-68）

世帯数

34,096世帯 （ -9）

口と世帯人 12月末日現在（前月比）

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　１月21・28日（水）
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　１月21・28日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　１月26日（月）
　診療時間　13：30～14：30

いそべレディスクリニック
福嶋内科医院
ツインクリニック内科・整形外科

前郷
平城町
横手町

　35-5777
　33-9311
　35-2235

１月18日（日）
１月25日（日）
２月１日（日）

１月18日（日）
１月25日（日）

石橋医師（石橋小児科医院）
岡田医師（岡田小児科医院）

日当番医休
平鹿総合病院 日曜夜間小児救急外来　　32-5124

受付18：00～21：00
診療18：30～21：30

血日程献
実施時間
10：00～11：00
12：15～13：15
13：30～14：30
14：45～16：00
10：00～12：00
13：15～16：30
10：00～10：50
11：00～12：00
13：10～14：15
14：30～16：00
10：00～12：00
13：00～16：00

種類

全血

全血

全血

成分

実 施 場 所
秋田県果樹試験場
西風苑・（有）ニューシンボリー
（有）平鹿精機製作所
マックスバリュ平鹿町店
県平鹿地域振興局庁舎
市役所横手庁舎
西東北日野自動車（株）横手支店
秋田いすゞ自動車
創和建設（株）
協同組合横手卸センター

イオンスーパーセンター横手南店
（ふれあい献血キャンペーン）

成分献血については、予約優先とさせていただきます。
申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部□32-4005
成分献血については、予約優先とさせていただきます。
申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部■32-4005
成分献血については、予約優先とさせていただきます。
申込み　県平鹿地域振興局福祉環境部　32-4005

月日・地域

１月19日（月）
平　鹿

１月21日（水）
横　手

１月23日（金）
横　手

２月１日（日）
横　手
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たいまつ焼き（18：00～、平鹿上醍醐・金屋地区）

三助稲荷神社ぼんでん発表会（9：00～、川西小学
校体育館）

三助稲荷神社梵天奉納（10：00～、三助稲荷神社）

ＪＢＬ2008-2009 in YOKOTE-MASUDA（8：30開場、
増田体育館）

第５回みんなのしゃべり場

長太郎稲荷神社梵天祭
よこてぼんでん唄コンクール
大雄子どもフェスティバル

南部エリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　18日（日）「名探偵コナン 水平線上の陰謀」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【107分】
　25日（日）「モンスターズ・インク」　【92分】
◆問合せ／南部エリア（大森町菅生田）　26-3880

Pick up

Pick up ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick up

 

第16回よこてぼんでん唄コンクール
■２月１日（日）

　横手の雪まつりの
ひとつ梵天奉納とと
もに受け継がれてき
た『ぼんでん唄』。
小学生からベテラン
まで自慢ののどを競
い合います。
　また、このコンク
ールの入賞者は２月
16日、横手地域局前
おまつり広場で開催される梵天コンクールで唄を披露し、会
場を盛り上げます。
◆日　時／２月１日（日）13：00～
◆場　所／かまくら館２階ホール
◆問合せ／（社）横手市観光協会　33-7111

■２月１日（日）
長太郎稲荷神社梵天祭
　大雄地域中島集落
の長太郎稲荷神社で
は、ホラ貝の音と梵
天唄にのせた「ジョ
ヤサー」の掛け声と
ともに男衆が集結。
無病息災、家内安全
などを祈願し、梵天
を奉納します。
◆日　時／２月１日(日)11：00～
◆場　所／長太郎稲荷神社
◆問合せ／大雄地域局産業振興課　52-3913

日　時／２月１日(日)13：00～18：00　
場　所／大雄交流研修館『ふれあいホール』
　　　　とその周辺
内　容／雪中宝探し、昔遊び、バルーンアー
　　　　ト、ステージイベント他
問合せ／大雄生涯学習センター　52-3907

●2009大雄子どもフェスティバル

日　時／１月30日(金)10：00～12：00　
場　所／浅舞公民館
内　容／ストレッチ、大人のための読み聞
　　　　かせ、子育てについての話し合い
　　　　（要申込み、参加無料）
申込み／市教育委員会生涯学習課
　　　　　22-2155

●第５回 みんなのしゃべり場

～横手市ふるさと手作りＣＭ～
      ・「蔵馬天狗 お宝を探せ」放送予定
　１月20日（火）10：33頃
　１月23日（金）10：33頃
　１月29日（木）13：53頃
　ＡＡＢ秋田朝日放送にて

　増田まんが美術館では、冬の企画展として秋田市出身の漫
画家・倉田よしみ氏の原画展を開催します。企画展では、大
ヒット作である『味いちもんめ』の原画を中心に、デビュー
から現在までの数多くの倉田作品を展示。この他、取材資料
や所蔵物等の貴重な資料も展示し、倉田作品に見る『食と心
の美』とその魅力を伝えます。
　会期中はサイン会などのスペシャルイベントも予定。ぜひ
ご来館ください。
◆期　間／１月24日(土)～３月８日（日）
◆入場料／高校生以上300円、小・中学生200円、小学生未満無料
◆問合せ／横手市増田まんが美術館　45-5556

倉田よしみ・あべ善太・福田幸江

冬
の
秋
田
を
彩
る

『
県
人
漫
画
家
特
別
企
画
展
』第
２
弾

倉
田
よ
し
み
原
画
展

■
１
月
24
日（
土
）〜

　
　
　

３
月
８
日（
日
）

ぼん でんさい


